
 

令和 3年度地域活動支援事業 事例集 

 

 

 21 大潟区  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

大潟区総合事務所 



399,170 円

399,000 円

324,807 円

324,000 円

141,570 円

141,000 円

事 業 概 要
　地域の良さを再発見していただくとともに、交流人口の拡大等を
目的として、大潟区の魅力を発信するために、「魅力発見DVD」等
のビデオ化した情報媒体を視聴できる環境を整え、コミュニティプラ
ザ来館者や区内外に大潟区の魅力を発信した。

事業評価・今後の活動の見通し
　大潟区の情報発信の場として、コミュニティプラザ内に機器を設
置したことで、来館者から視聴いただき大潟区の魅力を発信するこ
とができた。また、定時放映以外に、「大潟の伝説DVD」も合わせて
放映することで大潟区のPRができた。
　今後はまちづくり大潟が取り組むビデオ作成や外部団体が作成
した活動ビデオの放映ができるよう機器を有効に活用したい。

事　 業　 費

補 助 金 額

補 助 金 額

№03 大潟区の魅力PR事業

観光振興 まちづくり大潟

№02 旧米山道、奥州道道標石碑修復事業

文化・スポーツの振興 潟町町内会

事 業 概 要
　地元住民の歴史を知る機会として、また、後世に重要な財産とし
て残すことを目的に、江戸時代の五街道の一つである奥州道の道
標を修繕した。
　県外からこの道標を目標の一つに旅行する人もおり、永年の経
過により一部削れたり、大きなひび割れがあり針金で補強してある
道標を修繕することで、大潟区を訪れてもらうきっかけとしたり、道
標の破損による事故等を防ぐことができた。

事業評価・今後の活動の見通し
　まちづくり大潟の潟町駅前の観光看板及び散策マップにも掲載さ
れたことで、今後歴史散策の目印になるものと思われる。地元住民
と連携し定期的に清掃を行い、管理を徹底することで後世にも引き
継いでいきたい。

事　 業　 費

　地域住民の地域に対する理解や愛着を深めることを目的に、令
和元年度に作成した町内会紹介誌「わたしたちの九戸浜」をもと
に、町内会に残る歴史資源のうち、「米山道道標」と「どんどの池」
を取り上げ、より詳しく解説したパンフレットを作成・配付した。

事業評価・今後の活動の見通し
　多様な資料や取材の内容をどのように構成し、関連付けていくか
苦慮した。写真を多用し、視覚的に興味をもって読み進められ、理
解を深められるように工夫した。
　今後は、どんどの池と新たな関わりを生み出す活動(竹細工やホ
タル観賞会等)やまちづくり大潟作成の「潟町のおさんぽマップ」を
活用して歩く会などを実施することにより、地域と関わり、地域の理
解を深める取組を推進していきたい。

事　 業　 費

補 助 金 額

大潟区

№01 九戸浜のお宝発掘事業　第2弾　お宝パンフレット作成

文化・スポーツの振興 九戸浜町内会

事 業 概 要
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884,070 円

880,000 円

643,778 円

628,000 円

1,793,440 円

1,443,000 円補 助 金 額

№06 生徒と地域をつなぐ活動の周知事業

子どもの健全育成 大潟町中学校PTA

事 業 概 要
　生徒が日頃から地域の中で育てていただいていることを知り、世
代間交流や活性化につなげることを目的に、印刷機をリースして、
子どもたちと地域をつなぐ活動を広く区内に周知した。新型コロナ
ウイルス感染拡大防止のため、地域とともに活動できなかった行
事については、写真を多く使用したチラシを作成し区内へ報告し
た。保小中共通の健全育成事業の周知を強化し取組を深めるため
に、わかりやすく見やすいリーフレットを作成し活用した。

事業評価・今後の活動の見通し
　PTAとして子どもたちと地域をつなぐ活動の後ろ盾となり支援がで
きた。また、活動報告の回覧チラシを作る際は、撮影からレイアウト
まで、イキイキとした活動を伝えることができた。
　今後も活動を継続し、保小中共通の健全育成や中学生の活動周
知とともに、定期的に印刷物をご依頼くださる各団体とのコミュニ
ケーションを保っていきたい。

事　 業　 費

事 業 概 要
　大潟新田開発と新堀川開削にかけた先人たちの偉業を、広く地
域住民に知ってもらい、郷土に対する愛着と誇りを育み次世代へ
継承していくことを目的に、天保6年の新堀川開削再事業の時に会
所（工事事務所）で庄屋たちが記載した「天保6年堀割御普請中日
記帳」を解読し、読みやすくしたものを出版した。

事業評価・今後の活動の見通し
　読み下し文にルビ及び注釈を付けたり、古写真、図面、カラー写
真などを追加し、読みやすくしたものが出版できた。
　今後、出版記念の講演会開催や大潟新田開発の歩みの紹介な
ど、次世代への継承の活動を行なっていきたい。

事　 業　 費

補 助 金 額

補 助 金 額

№05 「天保6年堀割御普請中日記帳」解読文の出版事業

文化・スポーツの振興 郷土史友の会おおがた

№04 大潟区散策ルート作成事業

観光振興 まちづくり大潟

事 業 概 要
　地域住民から関心を持ってもらい、市内外からの交流人口の拡
大につなげることを目的に、小山作之助などの当区の歴史、文化、
名勝である地域資源を活かした散策ルートを作り上げ、「散策マッ
プ」を作成した。
　散策ルートの主要5か所に説明板を設置し,由来等が分かるよう
にするとともに、潟町駅前にはルートの案内板を設置することで、
潟町駅の利用者の皆さんに散策ルートのPRを行った。

事業評価・今後の活動の見通し
　「散策マップ」の全戸配布により、住民から「初めて知った。」など
地域資源の再確認や「1時間程度の散策コースで手軽だ。是非歩
いてみたい。」等の意見も寄せられ、ふるさと再発見や健康増進へ
の効果が期待できた。
　今後は、区域外の交通・宿泊施設や県人会等へも働きかけ、市
外からの交流人口の拡大にもつなげていくと共に、散策コースを活
用した事業にも取り組みたい。

事　 業　 費
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990,880 円

990,000 円

748,220 円

746,000 円

585,200 円

585,000 円

事 業 概 要
　市民活動において、紙面による情報伝達は活動を活発にする手
段の一つと考え、紙面の資料作成時の紙折り作業の軽減を図ると
ともに、既存の印刷機で作成される印刷物に紙折り機の付加価値
を付けることで、市民活動を支援することを目的に、大潟コミュニ
ティプラザ市政情報コーナーに紙折り機を設置し、コミプラ開館時
間内は常時使用可能とすることで使用者の利便性向上を図った。

事業評価・今後の活動の見通し
　紙折り機の設置が9月となり、使用される団体等も活動が後半に
なったためか、使用件数は少なめであったが、三つ折りの使用者も
あり、資料の用途に対応できたと思われる。使用者からは「操作が
簡単になった」と声もあり、今後の使用の増加が見込まれる。
　今後も紙折り機の使用のPRを行い、市民活動の支援を続けてい
く。

事　 業　 費

補 助 金 額

補 助 金 額

№09 情報紙等作成機器の整備による市民活動支援事業

地域活動の拠点整備 まちづくり大潟

№08 災害等避難時支援「安否確認タオル」活用事業

地域の安全・安心 上越市防災士会大潟支部

事 業 概 要
　災害時にスムーズな避難ができ、短時間での安否確認が可能と
なることによる防災意識の向上、防災情報の提供により、家族間、
近隣同士、町内会との連絡など災害時の避難体制づくりに繋げる
ことを目的として、安否確認タオルと説明資料を大潟区の全世帯に
配布した。
　また、「安否確認タオル」を活用した防災訓練を潟町3区町内会と
上越市防災士会共催で実施した。

事業評価・今後の活動の見通し
　安否確認タオルは、上越市では始めての導入であり、他の町内
会、自治区へのPRもでき、今後の導入への参考になったものと思
われる。タオルを活用した訓練は一町内会のみであったが、参加
者からの評価も良く実績を作ることができ、今後の訓練での基礎が
できたと思う。
　今後は安否確認タオルを活用した訓練を実施するとともに。地域
の防災力の向上のため、引き続き自己研鑽を図っていきたい。

事　 業　 費

事 業 概 要
　大潟区の食材や郷土料理を学ぶことにより、地域への愛着や関
心を深めるとともに、子どもたちの食育や健全育成に繋げることを
目的として、昨年作成した大潟区の食材や郷土料理を伝承するた
めの冊子の続編として、レシピ集を作成した。小中学校で活用する
とともに希望者に配布して、郷土料理の伝承に役立てた。

事業評価・今後の活動の見通し
　レシピの記載は、端的に、ポイントを分かりやすくまとめ、必要に
応じて工程の写真を掲載した。また、家庭によっても作り方や材料
が異なるため、「○○家の場合」など複数の作り方を掲載した。
　レシピ集を家庭や学校等で活用していただくことにより、大潟の食
や郷土料理についての知識を深め、地域への愛着につながる機
会となるのではないかと期待する。今後も区内外に広く周知し、希
望者に配布していきたい。

事　 業　 費

補 助 金 額

№07 『大潟の食と郷土料理』レシピ集作成事業

子どもの健全育成 大潟の子どもを育てる会
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326,119 円

320,000 円

№10 ドローンを使ったプログラム勉強会事業

子どもの健全育成 まちづくり大潟

事 業 概 要
　プログラムに興味を持ってもらい、プログラムを作成する人材育
成につなげるため、会員がドローン操作を学び講師となって、小学
生のためのドローンを使ったプログラミング教室を開催した。
　また、大潟区の魅力を発信して区内外へPRすることを目的とし、
ドローンにより上空から撮影した映像を編集しホームページ等に公
開した。

事業評価・今後の活動の見通し
　プログラム勉強会は、小学5・6年生を対象に募集をしたが、募集
内容が小学生には分かりづらいとの声もあり、申込は少数であっ
た。勉強会では児童のプログラムに対する関心が高まったと思わ
れるので、次年度も引き続き計画していきたい。
　ドローンを使った空撮では、大潟区のPRに役立つことが分かり、
事業の記録を残すなど、活動の幅を広げていきたい。

事　 業　 費

補 助 金 額
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